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十
二
月
二
日
、
全
国
青
少
年
健

全
育
成
強
調
月
間
に
合
わ
せ
、
青

少
年
健
全
育
成
協
議
会
池
川
支
部

の
主
催
で
百
川
内
地
区
に
あ
る
、

川
嶋
山
神
社
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
子
ど

も
た
ち
の
「
郷
土
を
愛
す
る

心
」「
働
く
意
欲
」「
思
い
や

り
の
心
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と

を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
過
疎
に
よ
り

清
掃
管
理
が
大
変
に
な
っ
て

い
る
地
区
の
建
造
物
の
清
掃

を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
神
祭
を
前
に
し
た

川
嶋
山
神
社
の
清
掃
に
、
池

川
小
学
校
児
童
と
池
川
自
然

学
園
生
、
池
川
支
部
委
員
ら

総
勢
十
六
人
が
参
加
し
、
大

野
・
百
川
内
地
区
の
方
々
と

一
緒
に
境
内
の
掃
き
掃
除
や
、
ふ

き
掃
除
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
も
あ
り

一
時
間
半
足
ら
ず
で
清
掃
も
済

み
、
そ
の
後
は
地
元
の
方
々
が
用

意
し
て
く
れ
た
芋
煮
と
焼
き
芋
で

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
の
方
々
は
「
こ
こ
へ
こ
ん

な
に
子
ど
も
た
ち
が
来
て
く
れ
る

こ
と
は
近
ご
ろ
な
か
っ
た
う
え

に
、
手
伝
っ
て
も
ら
え
て
う
れ
し

い
」と
満
足
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
地
元
の
方
々

に
喜
ん
で
も
ら
い
、
力
に
な
れ

た
こ
と
が
実
感
で
き
た
良
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

地元の方々との交流も
地
区
の
方
々
と
一
緒
に
汗
を
流
し

ま
し
た

12月４日から10日の人権啓発週間の行事として、12
月７日、大崎小学校による鼓笛パレードが仁淀川森林
組合前から中央公民館までの間で行われました。
この日は小雨がぱらつき、大変寒い中でのパレード
となりましたが、人権擁護委員を先頭に、児童たちは
元気いっぱいに演奏し、偏見や差別のない明るい社会
を築いていこうと人権啓発を行いました。

明るい社会を築いていこう！

大崎商店街パレード

十
二
月
一
日
、
二
日
、
吾
川
木
星
電
波
観
測
所
（
し
も
な

の
郷
）
で
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
事
業
の
木
星
電
波
に
関

す
る
研
究
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
国
立
天
文
台
の
河
野
宣
之
博
士
（
宇
宙
測
地

学
）
は
じ
め
、
鹿
島
宇
宙
技
術
セ
ン
タ
ー
、
福
井
工
業
大
学
、

東
北
大
学
、
高
知
工
科
大
学
、
高
知
高
専
か
ら
木
星
な
ど
の

宇
宙
電
波
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
る
理
学
博
士
ら
十
一
人
。

こ
の
ほ
ど
完

成
し
た
吾
川
木

星
電
波
観
測
所

に
つ
い
て
、
国

内
、
国
外
の
観

測
所
と
の
連

携
、
活
用
計
画
、

ま
た
近
年
の
宇

宙
電
波
観
測
の

現
状
や
、
日
本

の
次
期
月
探
査

計
画
で
、
月
面

に
着
陸
さ
せ
て

行
う
場
合
の
観

測
装
置
の
課
題

な
ど
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
熱
心
な
研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
か
ら
は
「
吾
川
観
測
所
の
立
地
条
件
が
素
晴

ら
し
い
。
こ
れ
か
ら
の
観
測
成
果
が
楽
し
み
だ
」「
中
津
渓
谷

の
岩
山
に
驚
い
た
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
良
い
所
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

国
内
の
宇
宙
電
波
研
究
者
が

吾
川
木
星
電
波
観
測
所
で
研
究
会

2日間にわたって熱心な研究

人権パレード人権パレード人権パレード人権パレード人権パレード人権パレード人権パレード人権パレード人権パレード人権パレード人権パレード
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仁
淀
中
学
校
が
、第
八
回

（
二
〇
〇
七
年
度
）環
境
美
化

優
良
校
等
表
彰（
主
催
・
社
団

法
人
食
品
容
器
環
境
美
化
協

会
）の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
部
門
の

優
良
校
に
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

同
校
で
は
、平
成
十
年
か
ら

全
校
生
徒
に
よ
り
、ア
ル
ミ
缶
の

回
収
に
取
り
組
み
、そ
れ
を
車

い
す
に
交
換
し
、地
域
の
福
祉

施
設
に
寄
贈
す
る
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。（
十
ペ
ー
ジ
に
関

連
記
事
）こ
の
活
動
が
飲
料
空

き
容
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
践
、

ま
た
地
域
の
環
境
美
化
の
啓
発

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

十
二
月
十
一
日
、
社
団
法

人
食
品
容
器
環
境
美
化
協
会

の
方
が
同
校
を
訪
れ
、
全
校

集
会
の
場
で
生
徒
会
の
代
表

に
表
彰
状
と
副
賞
を
贈
り
ま

し
た
。

生
徒
会
の
代
表
は「
表
彰
を

受
け
、と
て
も
う
れ
し
い
。こ
れ

か
ら
も
こ
の
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
生
徒
集
会
で
は
、去
る

十
一
月
二
十
九
日
に
高
知
県

教
育
委
員
会
委
員
長
よ
り
、同

校
が
教
育
研
究
実
践
表
彰
を

受
賞
し
た
こ
と
の
報
告
が
品
原

信
介
校
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

全
校
生
徒
の
学
習
に
対
す
る

態
度
、あ
い
さ
つ
な
ど
の
生
活
態

度
の
良
さ
、ま
た
ア
ル
ミ
缶
回
収

や
あ
い
さ
つ
運
動
、地
域
の
清
掃

な
ど
を
続
け
て
い
る
生
徒
会
の

活
動
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。

品
原
校
長
は「
表
彰
は
み
ん

な
の
努
力
の
お
か
げ
。さ
ら
に

よ
い
学
校
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

全
校
生
徒
が
喜
び
い
っ
ぱ
い

の
受
賞

仁淀中学校�環境美化優良校等表彰と教育研究実践表彰を受賞�

ア
ル
ミ
缶
回
収
で
車
い
す
寄
贈

地域教育便り

12月４日、中央公民館で第２回地域教育推進
協議会を開催しました。
今年度の協議会の役割は、主に各学校の「開

かれた学校づくり推進委員会」を支援する立場
での活動です。その一つとして、運動会および体
育祭や学習発表会の情報を伝え合い、青少年
健全育成協議会主催の「中学の主張」には協
賛という形で参加させてもらいました。
第２回の会を開くに当たり、役員での打ち合わ

せ会をもち、発表の内容を検討し合いました。そ
して、開かれた学校づくりとして計画した行事、
学校行事として参加した地域行事、その他アピ
ールしたいことなどをまとめていろいろ情報交換
ができる場にしようということになりました。
当日は、各学校の取り組みを発表してもらい、

参加者全員で協議を行いました。学校からは、
細かな内容まで分かりやすく説明があり、参加者

からは「興味がある内容なのでもっと詳しく聞き
たい」という意見が出たり、実践事例に即したい
ろいろな情報や感想などが次々に飛び出したり
して、充実した話し合いとなりました。
活動計画を立てる際には、常に「子どもたちを

中心にした活動」ということを一番に考え、その
中で一人一人が豊かな体験や経験を積み重ね
られる機会を設けていくことや地域の方々とも積
極的に情報交換を行い、お互いに協力し合って、
子ども達の成長につなげていくことの大切さを参
加者で再確認しました。
学校・家庭・地域の連携があるからこそ、小規

模校でありながらも周りの人たちに見守られてい
る安心感から、子どもたちも元気に明るく育って
いくのではないだろうかと共通理解した会となり
ました。

学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携
の
も
と
に

仁淀スポーツクラブ冬季バドミントン大会

11月28日、長者小学校体育館に５チームが参加。
優　勝 岡崎潤二・桂由伊チーム
準優勝 崎田和幸・西森なゆみチーム
第３位 高橋慎也・西森弘和チーム

仁淀スポーツクラブ第26回川渡フニガ淵杯
ゲートボール大会

12月２日、川渡ゲートボール場に６チームが参加。
優　勝 アタゴ山チーム
準優勝 沢渡チーム
第３位 マル山チーム

〉〉〉 ス ポ ー ツ 〈〈〈
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伝
達
式
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
の
委
嘱
状
を
藤
�
富
士
登
町

長
が
、
県
知
事
か
ら
の
委
嘱
状
を

戸
梶
幸
雄
中
央
西
福
祉
保
健
所
長

が
、
委
員
一
人
一
人
に
手
渡
し
ま

し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
相
談
役
と
し
て
、

生
活
上
で
困
っ
た
こ
と
な
ど
身
近

な
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
主
任
児
童
委
員
は
、
主
に
子
ど

も
の
健
全
な
成
長
に
つ
い
て
相
談

に
乗
り
、
必
要
な
助
言
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
相
談
し
た
い
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

担
当
区
域
の
委
員
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

な
お
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
主
任
児
童
委
員
の
任
期
は
三
年

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
改
選
に

よ
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

五
十
一
人
、
主
任
児
童
委
員
は
四

人
の
方
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

ま
た
十
一
月
三
十
日
で
退
任
さ

れ
た
委
員
十
八
人
へ
の
感
謝
状
伝

達
式
も
行
わ
れ
、
藤
�
町
長
、
戸

梶
所
長
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
感
謝

状
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
一
日
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
改
選
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
新
任
・
再
任
を
合
わ
せ
た
五
十
五
人
の
皆
さ
ん
が
新
た
に

厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
高
知
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
、そ
の
委
嘱
状
伝
達

式
が
十
二
月
三
日
、池
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

退
任
者

片
岡
冨
士
子
　
　
金
尾
　
大
藏

藤
原
　
　
勉
　
　
三
本
　
　
勇

鎌
倉
　
竹
義
　
　
中
川
な
る
こ

中
川
サ
ヨ
子
　
　
竹
村
　
珠
紀

山
中
　
保
一
　
　
吉
岡
八
重
子

西
森
　
道
信
　
　
掛
水
　
光
枝

田
村
　
名
香
　
　
西
森
　
龍
瑞

岩
本
　
善
子
　
　
中
越
　
信
男

掛
水
ゆ
か
り
　
　
岡
林
　
康
夫

委
嘱
状
の
伝
達

地
域
の
相
談
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選
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健康で心豊かに… 池川成人・高齢者大学全日程終了

９月20日から７回にわたって行われた「池川成
人・高齢者大学」が、11月29日に最終日を迎えまし
た。健康で心豊かに、生きがいを再認識しようとい
う講座に、町内から延べ216人が参加しました。
初日の魚釣り教室のほか、数を使った頭の体操や、
小学校で児童と一緒に授業を受けるなど多彩な講座
が続き、最終日は五台山竹林寺住職による講演が行
われました。
住職は「急速に動いていく現代社会の中で、人生
とは生涯に渡って自分を見つめ、修行して行く場で
ある」という内容を、ユーモアを交えながら講演し、
参加者は心温まる話に聞き入っていました。

十
一
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
六

日
の
間
、
四
回
に
渡
り
陶
芸
教
室

が
池
川
地
区
の
施
設
を
使
っ
て
行

わ
れ
、
町
内
か
ら
参
加
し
た
十
五

人
は
、
お
わ
ん
や
花
瓶
な
ど
思
い

思
い
の
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

世
界
に
一
つ
だ
け
の

作
品
づ
く
り

＊＊ 陶 芸 教 室 ＊＊

一足早いクリスマス 町内出身の音楽家らがコンサート

12月16日、池川コミュニティセンターで、クリスマスコンサート
が開かれ、一足早いクリスマス気分を満喫しました。
今回の出演者は、仁淀地区在住で沖縄三線愛好家の「イラヨイの

会」、仁淀地区出身でテノール・ソリストの合田圭吾さん、吾川地区
出身のピアニスト宮崎愛弓さん、高知市を中心に活動している社会
人マンドリンオーケストラの「高知マンドリン土曜日会」の皆さん。
「イラヨイの会」は「涙そうそう」などを演奏、宮崎さんのピア

ノで合田さんが「千の風になって」などを熱唱したほか、「高知マン
ドリン土曜日会」は「ジングル
ベル」などのクリスマスソング
ほかを演奏しました。
素晴らしい音色や歌声に、会場
を埋めた人々は聞き入り、クリ
スマスムードいっぱいの楽しい
ひとときを過ごしました。

イラヨイの会の三線演奏

高知マンドリン土曜日会合田圭吾さんと宮崎愛弓さん

小学校1年生と一緒に授業を受ける受講者



11月11日、玄蕃
太鼓の勇壮な響き
がとどろきわたる
中、吾川中学校学
習文化発表会がス
タートしました。
今年は音楽発表

の部を中心におき
ながらも総合的な学習の時間の発表、国語弁論、
英語暗唱、文化部発表など少し幅の広がりを持た
せた発表会となりました。
冒頭の玄蕃太鼓は保存会の皆さんにお世話にな

りながら、伝統芸能の継承の一環として取り組ん
でいるものです。ＡＬＴのゾイ先生も参加し練習
の成果を十分に発揮することができました。
音楽発表については、今年は悪条件の中で中止

にしようかという意見もありましたが、一週間の
練習で校歌、学年課題曲、全校合唱曲となんとか
仕上がりまでにこぎつけました。
国語の弁論は、各学年から一名ずつ選出された

代表で行われ、部活動、職業体験学習、体育祭な
ど身近な体験から感じたこと、得た感動などを発
表しました。
英語の暗唱では、文章を記憶することに加えて

発音指導も受けて生徒たちも相当に大変だったよ
うでしたが、その取り組みの一生懸命さが伝わっ
ていたようでした。
レベルアップしなければならない面も見えてき

ましたが、時間不足の中で一人何役もこなした生
徒たちにとっては、充実した一日となりました。

広報によど川 1 月号 （ 10

ほほえみ

十
一
月
十
三
日
に
三
年
生
が
雨
ヶ
森
登
山
を
し
ま

し
た
。
生
徒
の
作
文
（
抜
粋
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

雨
ヶ
森
を
見
上

げ
る
と
、
思
っ
て

い
た
以
上
に
高
く

び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
上
を
見
る
と

坂
が
急
そ
う
で
、

森
に
囲
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
気
合
い

を
入
れ
て
登
ら
な

い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
最

初
、
登
っ
て
い
る

時
は
、
楽
で
ど
ん

ど
ん
ど
こ
で
も
行
け
そ
う
で
、
風
景
を
見
な
が
ら
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
ん
ど
ん
行

け
そ
う
だ
っ
た
足
が
、
後
半
の
登
山
道
の
中
、
重
く

な
り
ま
し
た
。
風
景
も
同
じ
に
見
え
て
、
同
じ
道
を

何
回
も
通
っ
て
い
る
気
が
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

登
っ
て
い
る
内
に
山
の
頂
上
に
向
か
っ
て
い
る
す
ご

く
急
な
坂
が
見
え
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
ま
た
登
る
の

か
と
思
う
と
よ
け
い
大
変
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

つ
い
に
頂
上
に
登
っ
た
時
、
疲
れ
を
忘
れ
ま
し
た
。

雨
ヶ
森
の
頂
上
か
ら
見
る
景
色
は
、
三
六
〇
度
き
れ

い
で
し
た
。

下
り
る
時
は
す
ご
く
足
が
軽
く
、
今
ま
で
の
風
景

を
見
な
が
ら
行
き
ま
し
た
。

雨
ヶ
森
登
山
は
、
苦
労
し
た
け
ど
、
本
当
に
い
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

雨
ヶ
森
登
山
〉〉〉

池
川
中
学
校

学習文化発表会 〉〉〉 吾川中学校十
月
二
十
九
日
に
全
校
缶
つ
ぶ
し

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
の
九
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
プ

ル
タ
ブ
・
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
の
取
り

組
み
で
、
車
い
す
と
交
換
で
き
る
八

百
n
を
達
成
で
き
る
見
通
し
と
な
り
、

最
後
を
全
校
生
徒
の
手
で
や
り
遂
げ

よ
う
と
生
徒
会
が
主
催
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

こ
の
集
会
で
つ
ぶ
し
た
ア
ル
ミ
缶

は
、
約
百
n

。
こ
れ
ま
で
の
と
合
わ

せ
る
と
約
九
百
n

と
な
り
、
生
徒
会

の
「
本
年
度
中
に
車
い
す
と
交
換
し

生
徒
の
自
治
の
力
が
車
い
す
に
！

〉〉〉
仁
淀
中
学
校

た
い
」
と
い
う
願
い
が
達
成
さ
れ

た
瞬
間
で
し
た
。
届
け
て
い
た
だ

い
た
車
い
す
は
、
十
二
月
二
十
一

日
に
せ
い
ら
ん
荘
に
寄
贈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
日
に
は
、
生
徒
会

役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
執

行
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新
し
い

生
徒
会
執
行
部
に
も
、
こ
の
取
り

組
み
を
地
域
と
協
力
し
、
地
域
に

貢
献
す
る
伝
統
と
し
て
継
承
・
発

展
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
自
分

た
ち
の
自
治
の
力
で
行
事
や
取
り

組
み
を
成
し
遂
げ
て
い
く
力
を
身

に
付
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
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頑
張
る
生
徒
た
ち
〉〉〉

仁
淀
高
校

○
二
十
名
の
一
年
生
は
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
柔
道
な
ど
の
部
活
動
や

生
徒
会
活
動
等
に
ほ
ぼ
全
員

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
四
月

か
ら
脱
落
者
な
く
、
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
は

立
派
で
す
。
毎
日
の
流
す
汗

や
培
っ
た
力
は
自
信
と
成
果

に
直
結
し
ま
す
。
基
礎
基
本

を
大
切
に
す
る
「
三
年
後
の

稽
古
」
に
夢
中
で
す
。

○
三
学
年
中
最
も
少
な
い
人
数

の
十
五
名
の
二
年
生
。
元
気

者
の
そ
ろ
う
三
年
生
や
一
年

生
、
そ
れ
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
抑
え

今
年
の
体
育
祭
総
合
優
勝
を

果
た
し
た
の
は
立
派
で
す
。

総
合
優
勝
は
パ
ネ
ル
部
門
・

応
援
合
戦
・
競
技
部
門
の
三

種
目
の
総
合
成
績
で
競
い
ま

す
が
、
普
段
お
と
な
し
い
と

評
価
さ
れ
て
い
る
学
年
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
よ
く
団
結
し

力
を
出
し
ま
し
た
。
今
年
も

一
段
大
き
く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

○
地
域
の
人
た
ち
を
迎
え
二
十

四
名
の
三
年
生
が
全
員
で
企

画
・
運
営
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
。
普
段
の
学
校
生
活

で
見
え
な
い
一
面
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
少

子
高
齢
化
に
よ
り
伝
承
が
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
る
民
俗
芸

能
で
あ
る
神
楽
に
協
力
し
て

い
る
生
徒
、
新
聞
の
読
者
の

広
場
に
投
稿
し
自
分
の
意
見

を
発
表
す
る
延
べ
二
十
三
名

の
生
徒
、
等
々
よ
く
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
、
今
年

の
進
路
状
況
で
は
、
本
校
に

と
っ
て
久
し
ぶ
り
に
高
知
大

学
に
一
名
、
高
知
女
子
大
に

一
名
合
格
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行

く
と
い
う
進
路
実
現
を
目
指

し
て
、
進
学
も
就
職
も
よ
く

健
闘
し
て
い
ま
す
。

○
仁
淀
高
校
は
、
全
校
生
徒
五

十
九
名
の
小
規
模
校
で
す
。

少
人
数
を
活
用
し
た
き
め
細

か
な
取
り
組
み
は
、
五
十
九

通
り
の
日
々
の
言
動
に
表
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
力
を
借

り
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
一
年

間
、
生
徒
一
人
一
人
の
能

力
・
個
性
の
伸
長
に
手
応
え

を
確
信
し
て
い
ま
す
。

新年のごあいさつ 〉〉〉 池川自然学園長　宇賀　孝敏

仁淀川町ならびに関係各位の皆様、新年あけ
ましておめでとうございます。旧年中は皆さま
からのご支援とご協力に関係者一同、心より御
礼申し上げます。
平成５年に開園した自然学園は、今年の２月

に16年目を迎えることになります。子どもに例
えてみれば、義務教育を終了し、自立に向けて
大きく成長していく年齢となります。学園も皆
様方同様に、飛躍できるよう職員一同、頑張っ

てまいりますのでよろしくお願いいたします。
おかげさまで、この15年間で留学生の数は、

延べ人数で300人を超し、わずかながらの実績を
重ねることができました。特に昨年は中学２年
生の女子の問い合わせが多く対応に苦慮しまし
た。
思春期の真っ只中の子どもたち、向き合って

いく難しさとやりがいを「仕事」としてとらえ
ていくにはまだまだ未熟です。先代の園長は
「留学生の親の気持ち（親業）になって向き合っ
てください」と笑いながらお話をされていたこ
とを思い出します。
「時がたつのは早いもの」子どもたちが、日

常生活からより多くの良い経験を積み重ね、成
長できることを祈念し、新年のごあいさつとい
たします。

中学生の田舎暮らしに乾杯！


